
☆
カ
フ
ェ
「
ジ
ャ
ル
ダ
ン
」
で
お
い
し

プ
レ
ゼ
ン
ト
メ
イ
ト

バーで圧倒的人気のカクテル３種類

☆
水
漂
節
子
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

、
月
頚
日
（
日
）
午
後
３
時
よ
り
神

戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
オ
ペ
ラ
歌
手
・
水
深
節

子
の
リ
サ
イ
タ
ル
「
わ
が
ふ
る
さ
と
神

戸
。
ふ
た
た
び
花
の
ま
ち
へ
」
へ
２
組

４
名
様
を
ご
招
待
。
（
ピ
ア
ノ
・
戎
洋

子
）
。
瀧
服
太
郎
の
〃
荒
城
の
月
″
や
、

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
映
画
招
待
券

１
組
２
名
様
に
、
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー

１
４
で
使
え
る
映
画
招
待
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
９
月
末
ま
で
有
効
）
。
な
お
、

上
映
作
品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
株
式
会
社
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
窟
、

ｌ
知
１
０
７
０
０
）
ま
で

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

第
７
回
神
戸
定
期
演
奏
会
招
待
券

指
揮
・
小
泉
和
裕
、
独
奏
・
金
昌
国

に
よ
る
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
協
会

主
催
の
神
戸
定
期
演
奏
会
へ
２
組
４
名

様
を
ご
招
待
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
の
序
曲
「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の

洞
窟
」
、
モ
ー
ッ
丁
ル
ト
の
フ
ル
ー
ト

協
奏
曲
第
２
番
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の

交
響
曲
第
９
番
「
新
世
界
よ
り
」
。
公

演
は
９
月
四
日
（
火
）
午
後
７
時
よ
り

神
戸
文
化
（
大
）
ホ
ー
ル
で
。

霞

ｑ
ハ
ガ
キ
で
応
募
し
て
ね
！

剣
電
話
応
募
受
付
中
急
げ
！

ｑ
往
復
ハ
ガ
キ
で
先
着
順
！

パーティなどの相談もしてみよう

剣
指
定
宛
先
へ
応
募
し
て
ね

い
紅
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

８
月
型
日
、
神
戸
山
の
手
に
オ
ー
プ

ン
し
た
カ
フ
ェ
「
ジ
ャ
ル
ダ
こ
は
、
ヨ

ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の
お
し
ゃ
れ
な

喫
茶
店
。
夏
の
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ

る
狸
種
類
の
香
り
高
い
紅
茶
を
先
着
和

名
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

落
ち
着
い
た
テ
ラ
ス
風
サ
ロ
ン
で
、
お

友
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
Ｉ

（
カ
フ
ェ
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
宮
、
ｌ
釦
－

６
６
８
０
）
※
応
募
は
神
戸
っ
子
ま
で

山
閥
耕
作
の
〃
赤
と
ん
ぼ
〃
な
ど
の
懐

か
し
い
ナ
ン
バ
ー
を
素
晴
ら
し
い
ソ
プ

ラ
ノ
で
お
聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。
⑥
締

切
、
月
巧
日

☆
劇
団
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
秋
の
特

別
公
演
「
吠
え
よ
！
シ
ン
デ
レ
ラ
〃
」

、
月
６
日
（
金
）
神
戸
文
化
（
巾
）

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
劇
団
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
公
演
「
地
上
最
後
の
ヒ
ロ
イ

ン
／
嵐
の
強
奪
作
戦
。
吠
え
よ
！
シ
ン

デ
レ
ラ
Ⅲ
」
の
共
通
招
待
券
（
昼
の
部

・
午
後
３
時
１
／
夜
の
部
・
午
後
６
時

訓
分
１
）
を
５
組
、
名
様
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
劇
団
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
新
生

完
全
復
活
パ
ワ
ー
が
お
く
る
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
①
締
切

９
月
釦
日

鴎
神
戸
っ
子
通
信

☆
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
腔
会
旭
周
年

記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
復
興
大
夜
会

９
月
訓
日
（
土
）
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
・
平
安
の
間
で
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
名
手
・
古
深
巌
氏
と
「
片
岡
学
と
エ

ス
ク
ワ
イ
ァ
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
ダ
ン
ス

を
。
問
い
合
わ
せ
は
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ

カ
ル
協
会
事
務
局
・
藤
本
ハ
ル
ミ
氏
迄

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｍ
ｌ
”
１
５
６
９
０
．
Ｆ
Ａ

Ｘ
叩
－
麺
１
５
８
７
５
）

★
安
藤
忠
雄
建
築
展

、
月
皿
日
（
土
）
Ｉ
皿
月
駈
日
（
日
）

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〔
天
保

山
〕
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
震
災
復
興
と
大

阪
湾
ペ
イ
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中

心
に
「
都
市
の
生
活
と
文
化
」
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
安
藤

忠
雄
建
築
研
究
所
（
君
妬
Ｉ
妬
１
１
１

４
８
）
ま
で
。

☆
牧
田
葉
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

、
月
皿
日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
、

兵
庫
県
民
会
館
で
生
田
流
恕
葉
会
・
顎

と
唄
（
牧
田
葉
子
）
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
お
問
い
合

わ
せ
は
牧
田
葉
子
氏
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
９

８
１
詔
１
１
８
１
６
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
）
ま

で
。園

読
者
の
ひ
ろ
ば

●
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
が
「
神
戸
か
ら
』

の
も
の
で
、
広
告
棚
も
楽
し
く
見
て
い

ま
す
。
「
ウ
ー
マ
ン
・
ノ
ー
・
ク
ラ
イ
」

も
神
戸
な
ら
で
は
の
作
品
。
神
戸
の
香

り
が
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
が
楽
し

み
で
す
。
（
大
阪
市
・
甲
田
扉
子
さ
ん
）

、
神
戸
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
貴
誌
を

手
に
す
る
と
、
震
災
前
の
神
戸
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
明
る
い
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
家
は
全
壊
し
ま
し
た

が
、
私
も
お
し
ゃ
れ
を
し
て
神
戸
の
街

を
イ
キ
イ
キ
と
歩
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
垂
水
区
・
若
柳
は
る
か
さ
ん
）

●
記
事
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
重
要
な
情

報
源
で
、
安
心
と
元
気
を
与
え
て
く
れ

る
の
で
、
以
前
よ
り
存
在
感
の
あ
る
冊

子
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
が
ん
ば
れ
そ

う
で
す
‐
神
戸
っ
子
は
仲
間
意
識
が

強
い
の
だ
１
（
灘
区
・
永
井
倫
子
さ
ん
）

１
１０１
１

☆
メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社
よ
り
、
新
発

売
の
カ
ク
テ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ク
テ
ル
グ
ラ
ス
セ
ッ
ト
を
１

素
材
と
味
に
こ
だ
わ
っ
た
、
香
料
を

使
用
し
な
い
自
然
な
テ
イ
ス
ト
を
持
つ

メ
ル
シ
ャ
ン
の
自
信
作
「
カ
ク
テ
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
」
。
プ
ロ
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
の
味
わ
い
を
そ
の
ま
ま
手
軽
に

自
宅
で
楽
し
め
ま
す
。
新
発
売
記
念
と

し
て
名
様
に
カ
ク
テ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

（
マ
テ
ィ
ー
ニ
、
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
、
ギ

ム
レ
ッ
ト
）
各
１
本
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

ク
テ
ル
グ
ラ
ス
２
個
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
１

画
応
募
方
法
：
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
莱
を
明

記
の
う
え
、
専
用
郵
便
番
号
〒
柳
Ｉ
鍋

メ
ル
シ
ャ
ン
カ
ク
テ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。
、
月
妬
日
当
日
消
印

有
効
。
園
問
い
合
わ
せ
先
：
株
式
会
社

ユ
ー
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

（
宮
曲
１
３
４
０
６
１
３
４
１
１
）
担

当
／
渋
谷
・
久
保
田
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が
、
何
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
一
Ｚ

皆
様
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
。
八
矢
島
Ｖ

☆
須
磨
か
ら
薦
取
へ
歩
い
て
い
た
ら
、
白

い
小
さ
な
無
数
の
塊
が
風
に
舞
っ
て
き

た
。
雪
？
と
一
瞬
思
っ
た
。
取
り
壊
さ
れ

た
屋
敷
の
庭
に
咲
い
た
サ
ル
ス
ベ
リ
だ
っ

た
。
横
尾
忠
則
さ
ん
を
東
京
・
成
城
の
ア

ト
リ
エ
に
訪
ね
た
。
成
城
に
も
赤
い
サ
ル

ス
ベ
リ
が
散
っ
て
い
た
。
い
ま
の
神
戸
に

は
、
白
い
花
の
方
が
安
ら
ぐ
。
八
大
谷
Ｖ

★
学
生
時
代
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に

よ
く
行
っ
た
も
の
だ
。
ス
タ
ン
ド
は
い
つ

も
ガ
ラ
ガ
ラ
で
、
声
援
を
張
り
上
げ
る
と

球
場
に
こ
だ
ま
し
て
、
今
で
は
想
像
も
つ

か
な
い
が
。
今
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う

に
、
神
戸
に
あ
る
お
店
も
早
く
、
人
の
賑

わ
い
に
包
ま
れ
て
も
ら
い
た
い
。
時
間
が

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
八
高
橋
Ｖ

☆
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
遊
び
場
を
／

と
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
子
ど
も
基
金
の
ネ
ヴ
ァ

ー
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
（
京
都
府
久
美
浜
町
）

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
。
ｎ
人
の

班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
子
ど
も
達
と
遊
ん

だ
り
、
、
時
に
叱
っ
た
り
、
朝
か
ら
晩
ま
で

４
日
間
を
共
に
し
て
知
ら
な
か
っ
た
自
分

に
出
会
え
た
。
八
西
明
Ｖ

☆
四
月
生
ま
れ
。
お
ひ
つ
じ
座
。
Ａ
型
。

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

月
刊
「
神
戸

っ
子
」
は
思

い
が
け
な
い

と
こ
ろ
で
…

●
編
集
後
記

☆
大
震
災
後
、
既
に
八
ケ
月
近
く
を
経
る
。

街
は
解
体
が
更
に
進
ん
で
い
て
、
昼
間
の

街
は
全
面
的
に
騒
音
に
包
ま
れ
て
い
て
、

騒
々
し
く
、
そ
し
て
暑
い
夏
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
災
害
の
爪
跡
の
傷
は
深
く
、

復
興
は
進
ま
な
い
。
究
極
は
市
民
が
復
興

の
主
役
と
し
て
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
復

興
の
見
込
み
は
立
た
な
い
。
主
権
は
あ
く

ま
で
在
市
民
だ
。
健
全
で
民
主
的
な
市
民

が
今
、
立
上
が
る
時
だ
。
八
小
泉
康
夫
Ｖ

☆
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
、
さ
ん
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ
な
ど
が
九
月
初
旬
か
ら
復
活
し
た
。

オ
リ
ッ
ク
ス
の
俊
勝
も
近
い
神
戸
の
町

は
、
震
災
か
ら
八
カ
月
。
秋
に
向
っ
て
活

々
と
よ
み
が
え
っ
て
い
る
。
三
宮
か
ら
元

町
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
へ
と
、
勝
利
の
行

進
が
眼
に
浮
か
ぶ
よ
う
八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

★
有
馬
温
泉
の
〃
若
女
将
〃
五
人
か
ら
話

を
聞
い
た
。
有
馬
も
地
震
の
被
害
を
直
接

的
、
間
接
的
に
受
け
て
い
る
。
そ
れ
で
も

震
災
当
日
か
ら
復
旧
に
向
け
て
、
様
々
な

動
き
が
あ
っ
た
。
有
馬
に
限
ら
ず
、
当
初

は
〃
頑
張
る
ぞ
″
と
、
あ
る
意
味
で
肩
肘

★
神
戸
市
東
灘
区
海
文
堂

ウ
オ
ザ
キ
書
店
丸
善

北
村
書
店
ホ
ン
ジ
ョ
ー

御
影
宝
擬
館
漢
口
堂
書
店
三
宮
店

甲
南
堂
流
泉
書
房

御
影
プ
ッ
ク
ス
コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス

甲
南
プ
ッ
ク
ス
朝
日
屋
ボ
ー
ア
イ
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
住
吉
店
三
宮
プ
ッ
ク
ス

本
山
宝
盛
館
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ッ
ク
ス

甲
南
大
学
生
協
ア
シ
ー
ネ
オ
ー
パ
店

★
神
戸
市
灘
区
い
け
だ
書
店

南
天
荘
書
店
ジ
ュ
ン
ク
堂
三
宮
店

プ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ュ
ン
ク
堂
サ
ン
パ

サ
ン
プ
ッ
ク
ス
ル
店

灘
・
宝
文
館
高
橋
普
店

神
戸
大
学
生
協
☆
神
戸
市
兵
庫
区

ぜ
か
い
書
房
神
文
館
メ
ト
ロ
店

☆
神
戸
市
中
央
区
隆
司
書
房

宝
文
館
花
咲
く
街
角

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

西
神
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
ポ
ー
ト
ビ
ア
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ

神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ピ
ス
タ

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル

ム六
銅
，
山
ホ
テ
ル

六
甲
ス
カ
イ
ヴ
ィ
ラ

神
戸
北
野
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ト
ア
ロ
ー
ド

張
っ
た
姿
が
目
立
っ
た
が
、
そ
う
そ
う
い

つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な
い
。
猛
暑
と

共
に
震
災
疲
れ
も
出
て
来
る
。
若
女
将
の

爽
や
か
な
笑
顔
が
救
い
だ
。
八
佐
井
Ｖ

☆
震
災
か
ら
８
カ
月
。
と
き
の
流
れ
る
の

が
遅
い
。
進
ん
で
も
進
ん
で
も
粉
塵
の
中

か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
ｂ
壊
し
て
も
壊
し
て

も
壊
れ
た
ま
ま
だ
。
友
人
の
父
が
更
地
に

な
っ
た
自
宅
に
近
所
の
人
々
へ
、
の
感
謝
を

込
め
て
百
十
七
本
の
ひ
ま
わ
り
を
植
え
た

そ
う
だ
。
建
物
は
壊
れ
て
も
心
だ
け
は
大

切
に
し
た
い
と
思
う
。
Ａ
日
野
Ｖ

☆
い
ち
ご
シ
ロ
ッ
プ
の
か
き
氷
、
早
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
、
絵
日
記
、
お
昼
寝
、
窓
に

か
か
っ
た
す
だ
れ
、
風
鈴
、
あ
さ
が
お
、

か
ぶ
と
虫
、
ザ
リ
ガ
ー
ー
、
市
場
で
の
地
蔵

盆
、
夏
休
み
の
宿
題
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
膨
ら

ま
せ
た
ピ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
、
水
鉄
砲
…
。

こ
ど
も
の
頃
の
夏
が
な
つ
か
し
い
な
あ
。

毎
日
が
本
当
に
夏
だ
っ
た
な
あ
八
斉
藤
Ｖ

☆
日
々
、
街
が
剥
が
さ
れ
て
ゆ
く
。
粉
塵

舞
う
青
空
に
山
の
緑
は
く
っ
き
り
と
浮
か

び
、
塵
芥
浮
か
ぶ
海
に
陽
は
照
り
返
す
。

先
人
は
言
う
「
絶
望
は
虚
妄
だ
、
希
望
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
」
。
夜
の
海
辺
を
猫

が
歩
く
。
こ
の
街
を
し
ば
ら
く
後
に
す
る

神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
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ホ
テ
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神
一
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
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ド
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ュ
ー
オ
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タ
ニ

神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

ブ
テ
ィ
ッ
ク
魔
女

ア
ト
リ
エ
よ
し
と

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

Ｂ
Ａ
Ｒ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

キ
ャ
ノ
ン

シ
ニ
・
ラ
・
メ
ー
ル
に
し
む
ら

ハ
イ
ジ
水
道
筋
店

珊
排
倶
楽
部

東
京
宝
塚
劇
場
宝
塚
セ
ン
タ
ー

カ
イ
ザ
ー

気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ

フ
ァ
ミ
リ
ァ
北
野
坂
ハ
ウ
ス

ス
テ
ー
キ
青
山

ラ
プ
リ
ー
元
町

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

に
し
む
ら
瑚
俳
本
店

☆
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

１
年
分
５
０
０
０
円

郵
便
振
替
口
座
神
戸

０
１
１
６
０
１
２
１
４
５
１
９
６

シ
オ
サ
イ

プ
ッ
ク
ス
ヴ
ィ
ラ

ア
イ
ピ
ー
書
房

プ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

青
楓
堂
書
店

☆
宝
塚
市

川
瀬
書
店

キ
リ
ン
堂
書
店

宝
塚
書
店

☆
芦
屋
市

芦
屋
宝
盛
館

大
利
昭
文
堂

芦
屋
天
久
堂

☆
明
石
市

木
村
書
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
明
石
店

☆
加
古
川
市

ブ
ッ
ク
ス
ア
ル
フ
ァ

詳
文
館

☆
姫
路
市

三
耕
堂

ジ
ュ
ン
ク
堂
姫
路
店

☆
東
京
・
池
袋

西
武
百
貨
店
リ
プ
ロ

☆
東
京
・
有
楽
町

三
信
書
店

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
４
１
２

☆
発
行
／
１
９
９
５
年
９
月
１
日

☆
編
集
人
／
小
泉
美
喜
子

☆
発
行
人
／
小
泉
康
夫

★
発
行
所
／
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
１
１
１
蝿

ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ピ
ル
４
階
〒
６
５
０

茸
０
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
７
８
（
３
３
１
）
２
７
９
５

☆
東
京
編
集
室
／
小
泉
昭
子

宮
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
３
（
３
９
９
３
）
０
２
９
７

頒
価
３
０
０
円
送
料
１
０
０
円

⑳
神
戸
っ
子
は
左
記
の
書
店
で

１
１０２
１

高
田
屋
普
店

海
文
堂
★
神
戸
市
須
磨
区

丸
善
流
泉
書
房

ホ
ン
ジ
ョ
ー

新
文
堂
書
店

漢
口
堂
書
店
三
宮
店
☆
神
戸
市
垂
水
区

流
泉
書
一
房
日
東
館
垂
水
店

コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
香
山
書
店

朝
日
屋
ポ
ー
ァ
ィ
店
ツ
ッ
ジ
書
房

三
宮
プ
ッ
ク
ス
☆
神
戸
市
北
区

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ッ
ク
ス
ぶ
つ
く
・
ぴ
っ
と

ア
シ
ー
ネ
ォ
ー
パ
店
ジ
ュ
ン
ク
堂
北
町
店

い
け
だ
書
店
プ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ス
ト

ジ
ュ
ン
ク
堂
三
宮
店
か
も
め
書
房

ジ
ュ
ン
ク
堂
サ
ン
バ
☆
神
戸
市
西
区

ル
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
学
園
都

高
橋
普
店
市
店

☆
神
戸
市
兵
庫
区
☆
西
宮
市

神
文
館
メ
ト
ロ
店
千
種
書
房

隆
司
書
房
夙
川
書
店

花
咲
く
街
角
華
文
堂

合
城
屋
書
店

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス

デ
ュ
オ
神
戸

な
か
や
ま
書
店

前
川
書
店

☆
神
戸
市
長
田
区

ホ
ッ
ト
な
ル
ッ
ク
ス
に
加
え
て
ホ
ッ
ト
ブ

ラ
ッ
ド
。
元
町
で
ダ
ン
ス
し
お
山
に
馨
ら

し
一
晩
中
パ
ソ
コ
ン
で
電
脳
空
間
に
遊
ぶ

こ
の
世
で
一
番
焼
き
鳥
が
好
き
で
河
の
ほ

と
り
に
住
む
の
が
夢
。
簡
単
で
す
が
自
己

紹
介
に
変
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
新
人

の
中
村
理
恵
子
で
す
。
八
中
村
Ｖ

☆
夏
が
苦
手
な
私
は
や
っ
と
こ
さ
猛
暑
を

の
り
き
っ
た
。
高
２
の
息
子
は
家
庭
謎
謹

促
進
協
会
の
ぼ
ん
ぽ
こ
キ
ャ
ン
プ
の
お
手

伝
い
を
し
た
あ
と
、
ひ
と
り
与
那
国
島
へ

行
っ
た
。
「
ユ
キ
さ
ん
ち
」
で
馬
の
世
話

を
し
、
テ
ン
ト
で
寝
起
き
し
て
居
候
し
た
。

い
つ
の
ま
に
か
ひ
と
り
で
も
生
き
て
い
け

る
子
に
成
長
し
て
い
た
。
八
小
泉
昭
子
Ｖ
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花
嫁
を
創
り
ま
す
。

気
品
高
く
愛
ら
し
く
…
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アルバム神戸は愛

〒6 5 O 神戸市中央区下山手遅4 丁目1 6 爵3 号
TEL(078)321-2131挺FAX(078)321~2139

(ＪＲ元EU駅より徒歩約8分覇神戸駅より蕊で約8分地下”l了前駅下車ｽグ）

亘亘楽園
神戸市中央区山本通3 - 1 4 - 1 4
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 1 5 8 5

少人数から３６名様（立食の増合は5 0 名様）までの
各種パーティーの予約を承っています。お一人様3 , 0 0 0 円～

おｲﾝ地ﾉ1↓'ｌＩ
ＦＤＦＴ麓八腰爵ＦＡ純０－Ａ

詞
里

湾鳶

§農
> 現

か

神戸市中央区京町8 3 K D D 神戸ビルＢ１冠Ｏ７８－３９３－Ｏ７３０
定休日毎月峨日･ 第一日曜日

－

菅 @ 選 ■
■ 鞭或WWノ朔

＃

港町バルセロナの小粋な雰囲気の中で
スペインの豊かな味わいをお楽しみ下さいｃ

曙簿

ギヤルリーｄｅフルール 兵庫県民会館

彦勇'､．
総合結婚式場

私たちの街､神戸からｽﾀ ｰ ﾄされる
方ふたりを応援しま九

回夫婦は空気のように
おかげさまで震災を乗り越え、挙式でき
ました。仲人酒井様の「夫婦は空気のごと
くあれ. ｣ とのお言莱と､ 素晴らしく演出して
いただいた県民会館の皆様に感謝します。
島田良一・実貴ご夫妻７月2 3 日挙式
式場兵庫県民会館

回一生忘れない六甲荘での結婚
たくさんの方に喜んでいただきましたし、

六甲荘のスタッフの方にも親切にしていた
だきました。三人姉妹がみな巣立ち、お父
さんが悲しむのが心配なのですが。
三戸景文・幸子ご夫妻６月1 0 日挙式
会場六甲荘

国貧しいですが幸せです
風薫る５月の六甲スカイラヴイラで式を
挙げました。震災以降、夫の献身的な活動
には感謝しています。ともに絵描きで貧し
いですが、今はとても幸せです。
藤田一路･ 赤川実由記ご夫妻５月８日挙式
会場グランドホテル六甲スカイヴイラ

ランチメニュー月～金１，０００円
±1,300円

アラカルト８００円～
コース３，０００円～
ランチタイム
１１：３０～１４: ００( ｵ ｰ グー ｽ ﾄ ﾂ カ
テイータイム
1 4 8 0 0 ～1 6 : ００( オーダーストップ）
デイナータイム
1 7 2 0 0 ～２０: ００( ｵ ｰ ダー ｽ ﾄ ｯ ブ)
倉の瑠合は５０名様）までの

小人数から1 8 0 名様までの披露宴
お料理は､ 和食･ 洋食･ 中華ビュッフェスタイルで

ご宴会までお食事から

し，芝ｊ：

神戸市中央区熊内町４丁目３番７号
ＴＥＬ：078(241)0135代

０斜ﾉ畠砿T 易
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』1儒学

聯
回青空の下で永遠の愛を
グランドビスタで働いていた私達は職場

結婚です。花や風船を飾った屋外結婚式は
かつての‘‘同僚たち”が演出してくれまし
た。みんな素敵な思い出をありがとう. ノ
サーマン信也・柏原真理子ご夫妻
昨年９月2 5 日挙式ホテルグランドビスタ

篇ﾎﾃ ﾙ農曽ビｽﾀ
2-13-7,Kano-chorChu｡ku,Kobe,６５０ＪＡＰＡＮ，

〒6 5 o 神戸市中央区加納町2 丁目1 3 - 7
P h o n e O 7 8 - 2 7 1 - 2 1 1 1 F a x O 7 8 - 2 7 1 - 1 １７１

応援します二人で創る結婚式

鋤二宮神社
－お問い合わせ－
郵便番号６５１
神戸市中央区二宮町３丁目１番1 2 号
電話０７８（2 2 1 ）４７８６（代表）

神戸っ子ウエディング

蕊
回白いリムジンに乗って
白いリムジンに乗って異人館の街北野を
回遊しました。観光客も足を止め､ ｢ おめで
とう／」と祝福してくれました。一生思い
出に残る式ができて本当によかったです。
森雅嗣・直美ご夫妻６月1 8 日挙式
会場カサブランカクラブ

六噸山の緑につつまれて珍妙‘〃雑‘塊2/鰯'ヅ

､↓,言錫層,涜柵テ
〒657-01神戸市瀧区六111山町西谷llIl878-86

ご予約とお棚い合わせは………
ＴＥＬ（０７８) ８９１－０１４０局x （0 7 8 ）8 ９１－０６６１

おごそかな挙式心に残る披露宴

長田神j社‘

永集殿
市営地下鉄･ 高躍鉄道尾用駅下車すぐ
TEL(0?8)621-3410691-0333駐車場完偏

園楽しく暮らしています
結婚式は初めて出逢った日にしよう. ' と
決めた１月2 2 日は地震で延期｡ 仏滅でいい！
６月中にと決めた日は一日中大雨。不運だ
なあと言いながら楽しく馨らしています。
津村龍美・世津代ご夫妻６月３日挙式
式場西宮神社会館

おふたりの佳きⅡを
まごころ込めてお手伝い

面官紳赴令館
西宮市社家町1-17m(0798)23-3311FAX(0798)33-5355

噸 $ 叩L 伽い
〒6 5 Ｏ神戸市中央区北野町3 丁目l - 6
3 - l - 6 K I T A N O - C H O , ＣＨＵＯ－ＫＵ

ＫＯＢＥＪＡＰＡＮ
ＴＥＬＯ７８－２４ｉ- 0 2 0 0
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ユール〉で、今までにはない一味ちがうお栖落をお楽しみくださいｃ

、
ＫＯＢＥＥＸ℃ＥＬＺ, Ｅﾉ V ＴＳＨＯＰ

」ｈＬ
供

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N

欧風館？
』

９月４日
〈ヌーベル・クチュール〉

|‘|匙|Ｚ|ヘリ①Ａ/、①画１国|言ＳＳＬ1国１回｜
帝国ホテル「欧風館」

ＯＰＥＮ

帝国ホテル本館アーケード内の柴田音吉洋服店・東京支店「欧風館」は本年１月］

一〒

願をいただいております。

欧風館の一角に、この秋日本に上陸したクリツイア紳士服地による〈ヌーベルクチ

いたしました。蝋二繭: 鯛鯛夷噸| 灘菩鯛砿
シヨナプル。男性ファッションがビジネス・ウイークエンド. リゾートと多様化して神戸市中央区元町通４ｒ目2 - 2 2 冠3 4 1 - 0 6 9 3
いる今日、日本で待ち望まれていた新しい２１世紀のオーダーシステム〈ヌーベルクチ

l I m I 1
KO B E E X C E L L E N T F A S H I O N

欧風館

また、ジバンシーの紳士服地によるヨーロピアンスタイルの〈ヌーベルクチュール〉

｜Ｋ……"…か

～

神戸シャツ
神戸市中央区三富町３丁目1 - 6 冠3 3 1 - 2 1 6 8

ヌーベルチュール：クリツィア紳
士服地を使用し、お客さまの体型
にジャストフィットするために開「
発された中仮縫付の新しいオーダ ☆選りすぐった一点を…。一メイドシステムです。

Ｓ｢欧風館」
〒'0･蕊鱒鰯鱈’堀｜神戸市中…町識2丁匪7念331-470？
a O 3 - 3 5 0 3 - 7 9 7 3 店長竹中陽一郎

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。

ノ

I唾

帝国ホテル本館アーケード内の
日にオープンして以来、おかげさ
願をいただいております。
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★婦人帽子

、ぐ､＠うぐ･ ､意、
マキシ＞

神戸市中央区4 媛狭通2 丁目6 - 1 3 念3 3 1 - 6 7 1 1
（トアロード）

全国有名百蛍恋鋤人帽子光嶋

☆神戸唯－のボルボネーゼトータルブﾃ ｨ ｯ ｸ

囲Ｂろif;造
神戸市中央区元町通３r 目】- 1 2 か3 9 1 - “1 ４
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、

新たな物語を
一冊のアルバムに

１ｔ

鼠
、

里、畠－－_

華やかな結婚式から、おふたりの新たな
物語が始まります。待望の二世が誕生すれ
ば、登場人物は三人、四人と賑やかに…。
さまざまな記念日ごとに、当スタジオに

皆さまでいらっしょいませんか。ご家族の
思い出づくりを、一頁ずつこころを込めて
お手伝いします。
そして､ いのち溢れる一冊のアルバムを、

いつまでも大･ 切にしていただきますように。

鰯繍か写真室
本店スタジオ
〒6 6 2 兵庫県西宮市社家町1 - 1
Phone:0798(35)6363FAX:0798(35)6399
営業所
新神戸ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾙ 写真室
神戸メリケンバー ｸ ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾀ ﾙ ﾎ ﾃ ﾙ 写真室

、

ノ

／～ご結婚されるお二人のための～、
ＫＩＴＡＮ(）

ＷＥＤＤＩＮＣ；
ＨＴ( ) い

」

、

･ 栃「

詞ｒｄ竜］

藤
北野ブラザ

…蟻古宇I『宝
〒6 5 O 神戸市中央区北野町1 丁目１番1 4 号
公ｒ0 7 8 ）２４Z - 2 4 5 Z ノ
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’

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
統
計
の
数
字

か
ら
見
て
も
、
意
識
面
か
ら
探
っ
て
み

て
も
、
「
結
婚
難
」
に
つ
い
て
は
や
は

り
解
消
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

結
婚
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
と
、
結
婚
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

必
ず
し
も
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
の
で
す
。

結
婚
に
結
び
つ
く
出
会
い
の
機
会
が

意
外
に
少
な
い
、
こ
の
点
に
「
結
婚
難
」

の
理
由
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
適

齢
期
の
男
女
比
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
縁

談
の
減
少
、
個
人
主
義
の
浸
透
、
結
婚

観
の
変
化
に
よ
る
男
女
の
意
識
の
ズ
レ

な
ど
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

／ 、

オ
ー
エ
ム
エ
ム
ジ
－
が
語
る
現
代
の
結
婚
事
情
あ
れ
こ
れ

『
箇
喝
②
園
園
』
畦
い
室
．
…
．
．

厚
生
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
一
九
九

四
年
の
結
婚
件
数
は
七
十
九
万
口
千
組
。

前
年
よ
り
千
組
増
え
て
お
り
、
ま
た
七

年
間
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

人
口
の
多
い
六
○
年
代
後
半
以
降
に

生
ま
れ
た
世
代
が
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
、

「
結
婚
予
備
軍
」
の
絶
対
数
が
増
え
た

の
が
主
な
理
由
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
団

塊
の
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
に
つ
い
て
は
「
若

奥
さ
ん
願
望
」
も
と
り
ざ
た
さ
れ
て
お

り
、
い
ま
、
結
婚
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

だ
れ
を
一
生
の
伴
侶
に
す
る
か
は
、

人
生
の
最
大
の
関
心
事
。
が
、
適
齢
期

の
男
女
の
結
婚
環
境
に
つ
い
て
現
実
は

し
か
し
、
現
象
と
し
て
は
こ
れ
ら
の

理
由
が
一
因
で
あ
っ
て
も
、
本
質
的
な

問
題
は
別
に
あ
る
と
オ
ー
エ
ム
エ
ム
ジ

ー
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
人
に
と
っ
て
の
理
想
的
な
結
婚

は
、
ど
ん
な
雑
誌
に
も
載
っ
て
い
ま
せ

ん
し
、
だ
れ
か
に
教
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
デ
ー
タ

に
あ
て
は
め
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す

る
価
値
観
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
本
来

た
ど
り
つ
く
べ
き
は
、
純
粋
な
、
「
好

き
だ
か
ら
一
緒
に
い
た
い
」
「
一
緒
に

い
た
い
か
ら
、
結
婚
す
る
」
と
い
う
気

持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

時
代
の
急
速
な
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
結
婚
の
あ
り
方
に
対
す
る
フ
ィ
ル

タ
ー
が
増
え
、
本
当
に
大
切
に
す
べ
き

こ
と
が
つ
い
見
失
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
本
来
の
結
婚
観
を
見
直
し

て
み
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
資
料
提
供
㈱
オ
ー
エ
ム
エ
ム
ジ
ー
）

、

株式オーエムエムジー
会社神戸支社

〒6 5 O 神戸市中央区北長狭通2 丁目5 番9 号
グランドプラザトーア6 階
電話(078)391-2701(代）
FAX.(078)391-2730

I 騨浬霞靭
OI1iiInG
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グーV 誤睡』

」、
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幸一

< ファッションデザイナー〉

ノ

後
五
十

山

蟻
鷺鷺声

」

陰1陰1

剣． 蝋 鉾

☆
八
月
十
九
日
（
土
）
、
メ
リ
ケ
ン
パ

ー
ク
広
場
で
催
さ
れ
た
中
央
区
主
催
の

「
海
の
盆
」
は
、
午
後
三
時
よ
り
十
時

ま
で
続
く
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

私
は
国
際
盆
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
を
頼
ま
れ
出
掛
け
た
が
、
広
場
に
は
、

盆
踊
り
の
櫓
を
中
心
に
舞
台
と
屋
台
が

遠
ま
き
に
ぐ
る
り
と
取
り
囲
み
、
六
時

に
は
も
う
大
変
な
人
の
波
で
あ
っ
た
。

バ
ス
で
乗
り
込
ん
で
き
た
浴
衣
姿
の

外
人
さ
ん
た
ち
は
老
若
男
女
で
百
三
十

人
と
い
う
大
集
団
。
ま
あ
そ
の
一
人
ひ

と
り
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
そ
う
な
こ
と
。

若
い
人
が
多
く
外
人
さ
ん
特
有
の
太
り

方
を
し
て
い
る
人
が
い
な
い
こ
と
、
呉

服
店
み
よ
し
や
の
瀧
社
長
リ
ー
ド
の
も

と
専
門
家
が
靖
付
け
た
こ
と
、
う
ち
わ

を
片
手
に
は
に
か
む
よ
う
に
踊
る
可
愛

ら
し
さ
…
。
腰
が
高
く
適
度
な
肉
づ
き

の
体
に
文
庫
に
結
ん
だ
赤
い
帯
が
よ
く

似
合
う
「
見
返
り
美
人
」
が
た
く
さ
ん

い
た
。
外
人
さ
ん
は
藩
物
が
似
合
わ
な

い
ナ
ン
テ
決
め
つ
け
て
い
た
自
分
が
恥

ず
か
し
い
く
ら
い
。

審
査
の
結
果
、
「
ユ
ニ
ー
ク
賞
」
は
、

つ
や
つ
や
し
た
黒
い
肌
に
白
い
歯
の
婦

人
、
「
浴
衣
の
似
合
う
人
」
は
群
を
抜

い
て
美
男
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
、

「
踊
り
の
上
手
な
人
」
は
中
年
の
ア
メ

リ
カ
紳
士
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
リ
カ
ち
ゃ

ん
人
形
み
た
い
な
ア
メ
リ
カ
娘
に
。

「
こ
れ
は
神
戸
し
か
で
き
へ
ん
で
」
・

推
進
者
の
ひ
と
り
神
戸
新
聞
の
山
田
局

長
も
満
足
そ
う
。
の
べ
四
十
万
を
超
す

人
出
の
「
海
の
盆
」
は
、
明
日
の
神
戸

の
活
力
を
感
じ
さ
せ
大
成
功
だ
っ
た
。

場となったメリケンパークには人の波
ん▼そうら、みんな踊れよノ

▲夏の夜にかがり火が灯される▲老いも若きも踊らにゃソン
▼外人さんも浴衣姿で r 見返り美人』？▼国

癖
雪
滝､､郵蝉

弓
、

目副胃と

文／藤本

９５９５掴

配配

幸一

ハ ルの

再的伸ぞＬそ J ｕＷ－

_ 三雲 鱗鱗
藤

腕

盆踊り
■顕宅司
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！
の２体のメリケン地裁さん

☆
八
月
二
十
日
（
日
）
、
ミ
ナ
ト
神
戸

の
美
し
い
夜
景
を
バ
ッ
ク
に
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
悲
し
く
も
亡
く
な
っ
た

六
千
余
人
の
慰
唖
と
、
終
戦
か
ら
五
十

年
、
そ
し
て
神
戸
復
興
の
願
い
が
害
き

記
さ
れ
た
六
基
の
灯
徳
が
海
面
に
揺
れ

た
。
二
隻
の
ラ
ン
チ
の
船
上
で
は
、
再

度
山
・
大
龍
寺
の
井
上
仁
性
住
職
ら
二

人
の
僧
の
抗
経
が
流
れ
て
追
悼
の
汽
笛

が
鳴
ら
さ
れ
る
中
、
白
ユ
リ
や
菊
の
花

が
乗
船
者
か
ら
次
々
に
海
面
に
手
向
け

ら
れ
た
。
神
戸
市
会
購
員
の
小
山
乃
里

子
さ
ん
、
旗
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
福
井
恵

子
さ
ん
の
姿
も
あ
っ
た
。

「
今
年
は
無
理
や
で
。
あ
の
地
震
で

も
地
蔵
は
不
思
蹴
と
大
丈
夫
だ
っ
た
が

公
園
や
波
止
鳩
が
破
壊
。
そ
れ
に
地
蔵

盆
の
あ
ら
ゆ
る
備
品
関
係
も
全
壊
し
た

家
の
中
か
ら
取
り
出
せ
な
か
っ
た
」

七
月
三
十
日
、
今
年
か
ら
開
業
し
た

私
の
店
「
気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ
」
に
神
戸

港
を
考
え
る
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
小

泉
美
喜
子
さ
ん
や
安
田
進
さ
ん
と
私
で

検
討
会
を
開
い
た
中
、
過
去
積
極
的
に

や
っ
て
き
た
私
も
、
つ
い
弱
音
を
吐
い

て
し
ま
っ
た
。
「
そ
ん
な
弱
気
で
ど
う

す
る
の
。
今
年
こ
そ
頑
彊
ら
な
」
と
小

泉
さ
ん
の
声
に
励
ま
さ
れ
て
、
九
回
目

の
地
蔵
盆
を
実
行
し
よ
う
と
動
き
出
し

た
も
の
。
中
部
土
木
事
務
所
の
ご
理
解

を
御
て
、
で
き
る
限
り
の
公
園
整
備
を

し
て
も
ら
っ
て
、
二
月
十
二
日
に
仮
修

復
し
た
洞
の
周
辺
で
の
法
要
と
井
上
師

の
法
話
に
と
ど
め
、
二
体
の
メ
リ
ケ
ン

地
蔵
は
ラ
ン
チ
に
乗
船
し
た
海
上
渡
御

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
来
年
八
月
二
十

五
日
に
は
、
十
回
目
の
地
蔵
盆
を
催
す
。

ザ
窪8

|鰯
－
１
世

山

■
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■

●
蜂
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聖蕊 い

、
ひ
と
を
想
う

昌邸=‘

議篭 霜懲,舗雷
比

一名

▲｢ 亡き人の魂が集まっています』と井上住職｡ 右奥が筆者
▼神戸市会譲員･ 小山乃里子さん( 中央) も共に祈った

お地蔵さんと共に船に乗り込む▲法要の後、お地
▼山向きと海向き ｑｑ

函

< 神戸港を考える会･ 代表〉

一
一

一
一
『
■
一

〆‐－世 Ｅ、
国
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Ｉ
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ｌ
ｌ
ｆ
Ⅱ

一
一

瀞
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ノー一

一

二
一 蕊郡

一
づ

要メリケン地蔵盆･ 海上法

撮影／米田定蔵。＝趣'’
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